
 

 

大学史研究会 

第 42 回研究セミナー 

 

プログラム 
 

 

日時：2019年 11月 23日（土・祝）、24日（日） 

 

会場：大阪府立大学 中百舌鳥（なかもず）キャンパス 

サイエンスホール（A12棟） 

（〒599-8531 大阪府堺市中区学園町 1番 1号） 

 

参 加 費：会員・非会員（有職者） 2,000 円 

大学院生（非有職者） 1,000 円 

 

懇親会費：会員・非会員（有職者） 4,000 円 

大学院生（非有職者） 3,000 円 

 

 

 

≪出欠事前連絡のお願い≫ 

セミナーを準備するにあたり、皆様の出欠を事前に確認したく思います。研

究会のサイト（http://daigakushi.jp）に【参加申込フォーム】を用意しており

ますので、11月 15 日（金）までにご返信くださいますようお願い申し上げ

ます。同封の【参加申込書】を Fax でお送りくださっても結構です。ご協力

の程、よろしくお願い申し上げます。 



一日目 11月 23日（土・祝） 

 

シンポジウム「大学と宗教」 

会場：サイエンスホール（A12棟） 

司会：山本尚史（筑紫女学園大学） 

開催趣旨 

大学が宗教と密接な関係を取り結んできたことは、中世以来の神学部、宗教系大学の存在、

大学における専門分野の一つとしての宗教学などからも明らかである。そしてその「密接な関

係」の具体的な諸相を、各社会の歴史のなかに位置付けつつ、その歴史自体を大学（史）の観

点から再構築することは、大学を歴史的に考究する際、重要な課題の一つとなろう。 

そこで本年度の研究セミナーでは、「大学と宗教」をテーマとする。折しも近年、このテーマ

を掲げる論集が二冊刊行され（江島尚俊他編『近代日本の大学と宗教』法蔵館、2014年、同編

『戦時日本の大学と宗教』法蔵館、2017 年）、シンポジウムも開催されている（日本宗教学会

公開シンポジウム「歴史のなかの大学と宗教研究」2017 年）。本セミナーも、こうした動向に

棹さしつつ、大学史研究の新展開を目指したい。 

具体的には、国教会という独特の制度をもつが故に、「大学と宗教」というテーマにおいて極

めて重要な事例となるイングランドにつき、同国の宗教改革を専門とされる山本信太郎氏（神

奈川大学）にご報告いただく。また、仏教・神道・儒学（朱子学）が混淆し、かつ科挙が制度

化されなかった土壌に、国家主導で大学制度が輸入されたという点で、これもまた最重要の事

例となる日本につき、上記の論集の編者である江島尚俊氏（田園調布学園大学）にご報告いた

だく。本会からは、長谷部圭彦（東洋大学等）がオスマン帝国の事例を報告する。同国では、

イスラーム教徒、キリスト教徒、ユダヤ教徒の共存が、多くの条件付きながらとりあえず実現

し、また、日本と同様、大学は国家主導で設立された。総合討論では、会員諸氏が専門とされ

る地域の事例も取り入れながら、比較史的・世界史的な議論を行いたい。 

 

12:30-13:00  受付開始 

13:00-13:05  趣旨説明 

13:05-13:45  山本信太郎（神奈川大学） 

「イングランド宗教改革と大学」 

13:45-14:25  長谷部圭彦（東洋大学・客員） 

「オスマン帝国末期における法曹養成と宗教」 

14:25-14:40  休憩 

14:40-15:20  江島尚俊（田園調布学園大学） 

「日本における大学の誕生と宗教関連学問の「鋳造」」 

15:20-16:00  総合討論 

16:00-16:15  休憩 

16:15-17:45  大学史研究会総会 

18:00-20:00  懇親会（於生協食堂セリーゼ） 

  



二日目 11月 24日（日） 

 

自由研究発表 

会場：サイエンスホール（A12棟） 

司会：長谷部圭彦（東洋大学・客員） 

09:30-10:00  受付開始 

10:00-10:45  大西巧（京都文教大学） 

「明石女子師範学校の研究」 

10:45-11:30  田中達也（釧路公立大学） 

「オーストリアの高等教育改革―専門大学成立過程を中心に」 

11:30-13:00  休憩 

13:00-13:45  熊澤恵里子（東京農業大学） 

「欧米農学導入期における札幌農学校の教育 

―マサチューセッツ州立大学アマースト校特別コレクションを中心に」 

13:45-14:30  立川明（国際基督教大学・名誉） 

「20世紀初頭におけるランドグラント・カレッジの消長 

―アメリカ的な近代大学の「流産」について」 

 

2日目の昼食について 

会場校では、2日目の昼食を準備しておりません。近隣の食堂（ラーメン屋数軒、なか卯等）

をご利用いただくか、お弁当をご用意くださいますようお願い申し上げます。 

 

宿泊について 

研究セミナーの開催に際し、会場校では、特段、宿泊先を確保しておりません。お手数をお

かけしてしまいますが、会員の皆様におかれましては、各自で近隣の宿泊施設を確保してくだ

さいますようお願い申し上げます。堺市内ではなく、地下鉄御堂筋線沿線が便利です。 

 

会場へのアクセス 

・地下鉄御堂筋線「なかもず駅（5号出口）」から南東へ約 1,000m、徒歩約 13分。 

・南海高野線「白鷺駅」下車、南西へ約 500m、徒歩約 7分。 

 

お問い合わせ 

事務局セミナー担当：長谷部圭彦 E-Mail: seminar@daigakushi.jp 

住所：〒175-0094 東京都板橋区成増 1-35-3-813 

 

 

  

大学史研究会事務局 

浅沼 薫奈（大東文化大学）     岡田 大士（中央大学） 

長谷部 圭彦（東洋大学等）     深野 政之（大阪府立大学） 

船勢 肇（長崎女子短期大学）    山崎 慎一（桜美林大学） 

山本 尚史（筑紫女学園大学） 



【大阪府立大学へのアクセス】 

 

【最寄り駅からのアクセス】 

 

 


